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テーマ  「伊豆諸島の地震災害事例と北陸の地震防災」 
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道を見ると，徹底的にというか，半数近くの木造住宅が倒壊しているのではないかという
想像をさせるに十分な値でした。幸い死者はゼロということで，重傷者 27 名，軽傷者 102









































































































































































 1946 年の地震の前 50 年間くらいで，中国地方のこのあたりでマグニチュード６～７の
地震が立て続けに起こっています。すなわち，1927 年，25 年，43 年，1909 年，神戸あた
りでも起こっているのですが，50 年間でこういうところに起こってから非常に大きな地震

















































かと思います。1944 年の東南海地震，安政の東海地震から 100 年たったときの地震でも８
クラスですから，石川県に何らかの影響があるということです。 
 


























































４． 6 月 7 日の小松沖地震について 
○その例として，６月７日に北陸で地震がありました。小松沖 80 キロくらい，かなり遠く




























































































- 66 - 
  























































































































- 70 - 
